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[1] 全部書け、とのことですから、2s, 3s, 3p などをお忘れなく。

位相について色分けしてください（山＝白、谷＝黒とか）。さらに、(n-1)枚の節面の存在にも留意

頂きたい。2s, 3s にはそれぞれ、同心球面状に１、２つの節面がある。3p には一つの亜鈴型の内

側に節面があって（マトリョーシカ人形のような）、角度成分の持つ１枚の節面と併せて２つの節

面となる。2pは角度成分からくる１枚の節面だけがあるので、亜鈴の内側に動径方向の節はない。

2sの節構造と比べて、ちょっとした落とし穴です。

[2]

ピークを持つ原子に言及する。–EA は 17 族
で、IE1は 18 族で、IE2は 1 族で最小をとる。
すなわち、図中の黒破線の関連に気付くと、

Slater による説明の部分で、電子親和力が第ゼ
ロ次イオン化の逆反応であるとしたことが了

解できる

 



【１４】

３つの分子はメタンと等電子であり、メタンの sp3 混成を利用して説明することができる。アンモニ

アも水もそれぞれ N と O 原子は sp3 混成である。アンモニアと水における結合角がそれぞれ 109.5°

から小さくなるのは、非共有電子対の反発が結合性電子対の反発に比べて大きい為であり、結合性電

子対の成す角は、理想的な四面体角よりも狭められてしまうと考えられる。


